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【手続補正書】
【提出日】令和2年9月18日(2020.9.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遊技を行うことが可能な遊技機であって、
　複数の発光手段と、
　前記複数の発光手段それぞれと対応する複数の出力端子が設けられている出力ポートと
、
　前記複数の出力端子それぞれからの信号の出力を制御することにより、前記複数の発光
手段を制御する制御手段とを備え、
　前記制御手段は、複数の発光手段が発光している状態で遊技の進行が不能化された特定
状態に移行したときに、該複数の発光手段のうちの一部の発光手段の発光を維持するよう
に前記信号の出力を制御し、該一部の発光手段以外の２以上の発光手段の発光が停止する
ように前記信号の出力を制御し、
　複数の発光手段は、遊技者による第１操作が有効である旨を示唆する第１発光手段と、
技者による第２操作が有効である旨を示唆する第２発光手段とを含み、
　前記２以上の発光手段には、前記第１発光手段と前記第２発光手段が含まれ、
　前記２以上の発光手段と対応する出力端子それぞれは隣接して設けられている、遊技機
。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　（１）　遊技を行うことが可能な遊技機（たとえば、スロットマシン１）であって、
　複数の発光手段（たとえば、図３に示す第１ＤＧ群のＤＧ５に示す各ＬＥＤ）と、
　前記複数の発光手段それぞれと対応する複数の出力端子（たとえば、出力端子Ｄ０～Ｄ
６）が設けられている出力ポート（たとえば、第１出力ポート６１）と、
　前記複数の出力端子それぞれからの信号の出力を制御することにより、前記複数の発光
手段を制御する制御手段（たとえば、メインＣＰＵ４１ａ）とを備え、
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　前記制御手段は、複数の発光手段が発光している状態で遊技の進行が不能化された特定
状態（たとえば、エラー状態または設定確認状態）に移行したときに、該複数の発光手段
のうちの一部の発光手段（たとえば、図６（Ｃ）に示すＢＥＴＬＥＤ、リプレイ中ＬＥＤ
、有利区間ＬＥＤ）の発光を維持するように前記信号の出力を制御し、該一部の発光手段
以外の２以上の発光手段（たとえば、図６（Ｄ）に示す投入要求ＬＥＤおよびスタート有
効ＬＥＤ）の発光が停止するように前記信号の出力を制御し、
　複数の発光手段は、遊技者による第１操作が有効である旨を示唆する第１発光手段と、
技者による第２操作が有効である旨を示唆する第２発光手段とを含み、
　前記２以上の発光手段には、前記第１発光手段と前記第２発光手段が含まれ、
　前記２以上の発光手段と対応する出力端子それぞれは隣接して設けられている（たとえ
ば、図３の第１出力ポート６１に示すように、スタート有効ＬＥＤに対応する出力端子Ｄ
１と、投入要求ＬＥＤに対応する出力端子Ｄ６とは隣接している）。
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